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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 




















手法では乱数生成器（Random Number Generator; RNG）から生成された乱数とドロ
ップアウト率と比較し，ニューロンのアクティブ化または非アクティブ化を決定する．
しかし，RNG と比較器であるコンパレータは，FPGA で多くのリソースを消費するた
め，FPGA で RNG を如何に実装するかは長年の大きな研究トピックとして議論され，
様々な手法が提案されている．一方，提案手法では，RNG の効率化という従来の研究









ットとして，画像 3 種（MNIST，CIFAR-10，＠Home データセット）および自然言語






















グリスト，Facebook などを通して広く行い，発表は ZOOM および YouTube Live で公
開した．その結果，学内外より合計 42 名の出席があった（YouTube のリアルタイム視
聴者を含む）． 
質疑では，ドロップアウトのハードウェア実装という観点からの関連研究との比較や，
提案手法の省電力化が DNN の回路実装に与えるインパクトの度合い，現状の FPGA
において実装可能なニューロン数の予測や制限，FPGA における動作周波数と電力の考
え方などをはじめとする質問が多数なされたが，いずれも著者の明快な説明により質問
者の理解が得られた． 
以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
